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Ｔ
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Ｂ
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催
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葉
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催
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Ｏ
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四 国 電  友 会第86号

Ｎ
丁
Ｔ
徳
島
支
店

の
動
き徳

島
支
店
広
報
課

▽
漢
字
電
報
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

電
報
は
、
明
治
二
年
以
来
、
緊
急
連
絡
手
段

と
し
て
の
役
割
を
担

っ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年

は
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
の
普
及
に
よ
り
、
慶
弔

電
報
主
体
の
社
交

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
の
利
用

が
、
全
体
の
九
割
を
占
め
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。そ

こ
で
便
利
な
文
例
を
追
加
し
て
約

一
千
種

類
と
し
、
二
月

一
日
か
ら
ご
希
望
に
よ
り
漢
字

も
自
由

に
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
た

「
こ
と
ば

の
ギ

フ
ト
」
と
し
て
の
電
報
を
、
新
し
い
電
報

と
し
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

，
て
す
。

台
紙
も
各
種
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、　
一
層

の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

（詳
細

に
つ
い
て
は
、
４
ペ
ー
ジ
参
照
）

▽
プ

ッ
シ

ュ
回
線
が

一
〇
万
回
線
を
突
破

徳
島
県
内
の
プ

ッ
シ

ュ
回
線
が
、
二
月

一
〇

日
、　
一
〇
万
回
線
を
突
破
し
ま
し
た
。

昭
和
四
七
年

一
一
月
に
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、

以
来
二

一
年
と
ニ
カ
月
が
経
過
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
．

現
在
、
プ

ッ
シ

ュ
回
線

の
普
及
率
は
、
二
七

・
八
％
で
、
三

・
工公
Ｆ
Ｌ

台

の
割
合
で
プ

ッ

シ

ュ
回
線
を
ご
利
用
頂

い
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

プ

ッ
シ

ュ
回
線

の
使
用
料
は
、
月
額
三
九
Ｃ

円
、
工
事
費
は
二
千
円
で
す
。

）

キ

ャ

ッ
チ
ホ

ン
と

セ

ッ
ト
で
ご
利
用
頂
け
れ

ば
、
キ

ャ

ッ
チ
ホ

ン
の
使
用
料
が
月

々
五
〇
円

割
引
と
な
る
特
典
も
あ
り
ま
す
。
ご
利
用
く
だ

さ

い
。

▽
板
野

エ
リ
ア
の
交
換
機
を
デ
ジ
タ
ル
化

徳
島
支
店
で
は
、
二
月
九
日
か
ら
板
野
営
業

所

エ
リ

ア
の
板
野

（七
二
局
）
、
藍
住

（九
二

局
）
、
上
板

（九
四
局
）
、
土
成

（九

五
局
）
、

吉
野

（九
六
局
）
交
換
所
の
交
換
機
を
デ
ジ
タ

ル
式

に
切
り
換
え
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
同

エ
リ
ア
の
お
客
さ
ま
は
、

「
ダ
イ
ヤ
ル
通
話
料
金
の
明
細
内
訳
サ
ー
ビ

ス
」
、

「
テ
レ
ジ

ョ
ー
ズ
」
、

「
テ
レ
ワ
イ
ズ
」
な
ど
の

新

サ
ー
ビ
ス
が
ご
利
用
頂
け
ま
す
。

ま
た
、
設
備
不
足
か
ら
お
待
ち
願

っ
て
い
た

前
述

の

「
プ

ッ
シ

ュ
回
線
」
や

「
キ

ャ
ッ
チ
ホ

ン
」
な
ど
の
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
も
、
提
供
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
０
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

徳
島
県
内
で
は
、
今
回
の
板
野
営
業
所

エ
リ

ア
を
合
め
、
平
成
五
年
度
中
に
二
五
交
換
所
の

交
換
機
を
デ
ジ
タ
ル
式

に
切
り
換
え
ま
し
た
の

で
、
デ
ジ
タ
ル
化
率
は
約
五
二
％
に
な
り
ま
し

た
。
平
成
六
年
度
中

に
三
六
交
換
所
の
デ
ジ
タ

ル
化
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、　
一
年
後
に

は
、
デ
ジ
タ
ル
化
率
は
七
二
％
に
ア
ッ
プ
す
る

予
定
で
す
。

陽

ηヽ
彰

艶
ｆ
記

二
月
七
日
、
阿
南
市
立
椿
小
学
校
と
日
和
佐

町
立
国
和
佐
小
学
校

に
、
第
二
回
小
川
未
明
文

学
大
賞

（作
品
募
集

の
項
を
参
照
）
受
賞
作
品
、

一
ウ
ミ
ガ
メ

・
ケ
ン
太

の
冒
険
」
の
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ

ス
用
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
と
単
行
本
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

「
ウ
ミ
ガ
メ

ｏ
ケ
ン
人

の
冒
険

」
は
、
徳
島
気

象
台
の
山
下
勇
さ
ん
が
、
昨
年
休
校
と
な

っ
た

阿
南
市
立
蒲
生
田
小
学
校
の
児
竜
が
、
四
〇
年

近
く
続
け
て
い
た
ウ
ミ
ガ
メ
観
察
記
録
を
も
と

に
書
き
上
げ
た
童
話
で
す
。

ま
た
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
、
こ
の
童
話
を

平
年
の
七
月
か
ら

一
Ｃ
月
ま
で
、
徳
島
支
店
が

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供
し
て
き
た
も

の
を
、
九
Ｃ
分
テ
ー
プ
に
収
録
し
た
も

の
で
す
ｃ

物
語
は
、
蒲
生
田
岬
の
賀
立

（か
だ
ち
）
の

浜
で
生
ま
れ
た
ウ
ミ
ガ
メ
の
子

・
ケ
ン
太
が
、

黒
潮
に
の

っ
て
大
平
洋

へ
の
長
い
旅
に
出
る
の

で
す
が
、
途
中
で
、
日
和
佐
町
の
人
浜
海
岸
で

生
ま
れ
た
サ
ク
ラ
と
友
達
に
な
り
、
鳥
や
大
き

）

1月 20日 、徳島市役所において、「電話お願い

手帳」等を贈呈。小池徳島市長(左 )と 、酒井

NTT徳 島支店長
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）

な
魚
に
襲
わ
れ
る
な
ど
多
く
の
危
機
を
乗
り
越

え
て
、
や
が
て
二
匹
は
そ
れ
ぞ
れ
の
故
郷
に
帰

っ
て
来
る
と
い
う
、
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な

も
の
で
す
。

口
』
鮒
鰈
田囃
拒
磋
賛の障
躍
降
」

児
童
文
学
作
家
の
登
竜
門
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
、
小
川
未
明
文
学
賞
委
員
会
が
作
品
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

小
川
未
明
文
学
賞
は
、
児
童
文
学
の
父
と
い

わ
れ
た
小
川
未
明
の
没
後
三
〇
年
を
期

に
、
子

供
達

の
心
に
誠
実
な
人
間
愛
と
強
靭

な
正
義
感

を
育
む
よ
う
な
新
し
い
創
作
児
童
文
学
作
品
を

広
く
求
め
て
、　
一
九
九

一
年
に
創
設
さ
れ
ま
し

た
。Ｎ

Ｔ
Ｔ
で
は
、
児
童
文
学
の
興
隆
と
発
展
に

貢
献
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
本
文
学
賞

に
創

設
時
か
ら
協
賛
し
て
い
ま
す
し
、
大
賞
受
賞
作

品
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
か
ら
児
童
書
と
し
て
刊
行

す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
応
募
要

領
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
募
集
作
品

小
学
校
中
～
高
学
年
を
対
象

に
し
た
写
実

的
童
話

。
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

・
ユ
ー
モ
ア
物
語

な
ど
内
容
は
自
由

（未
発
表

の
も
の
に
限
る

が
、
掲
載
誌
が
非
商
業
誌
で
あ
れ
ば
可
）。

▽
応
募
要
領

四
〇
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
六
０
～

一
〇
〇

枚
程
度

（
ワ
ー
プ

ロ
原
稿
可
）．

題
名

・
ペ
ン
ネ
ー
ム

。
本
名

。
年
齢

・
性

別

・
住
所

。
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
原

稿
用
紙
二
枚
程
度

の
あ
ら
す
じ
を
添
付
す
る
。

▼
一の
て
一一

一Ｔ
百
〓
ア、
　
東
京
都
港
区
芝
五
―
二
―
二

す
こ
〓弟
一　
ビ
ル
デ
ィ
ン
がク

Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
仰
内

小
川
未
明
文
学
賞
委
員
会
事
務
局
あ
て

▼
／
切平

成
六
年
六
月
三
〇
日
（当
日
の
消
印
有
効
）

▼
Ｖ音貝

大
賞

（
一
作
品
）

ブ

ロ
ン
ズ
像

。
賞
金
二
〇
〇
万
円

優
秀
賞

⌒
二
作
品
）

賞
金
各
二
〇
万
円

▽
発
　
表

平
成
六
年

一
〇
月

▽
応
募

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

〇
三
―
五
四
八
四
―
四
〇
九
〇

［ｒ」畔瞳̈］中疇』榊イ。Ｓ」「』一』］日］

一
人
暮
ら
し
の
老
人
な
ど
が
、
病
気
や
事
故

な
ど
の
緊
急
事
態

に
際
し
て
、
非
常
ボ
タ
ン

一

つ
で
身
寄
り
の
方
や
緊
急
通
報
セ
ン
タ
な
ど

へ
、

自
動
的
に
急
を

つ
げ
る
こ
と
が
で
き
る

「
緊
急

通
報
用
電
話
機

（
シ
ル
バ
ー
ホ
ン
）
Ｓ
Ｌ
Ｉ
‐５

号
」
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
携
帯

に
便
利
な

腕
時
計
式

ワ
イ
ヤ
レ
ス

・
リ
モ
ー
ト
ス
イ

ッ
チ

が
、
二
月

一
日
、
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

従
来

の
も
の
と
同
様
、
ペ
ン
ダ

ン
ト
式
と
し

て
も
ご
利
用
頂
け
ま
す
の
で
便
利
で
す
。
最
寄

り
の
支
店
又
は
営
業
所
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

勢
聾
脱
製
勤
創
副□

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
移
動
通
信
網
株
で
は
、
四
月
か

ら

「
携
帯
電
話
等
の
お
客
様
御
買
上
げ
制
」
を

導
入
し
、
お
買
い
上
げ
用
の
携
帯
電
話
を
発
売

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
ｃ

価
格
等
は
次
表

の
通
り
で
す
。

な
お
、
お
買
い
上
げ
頂

い
た
場
合
で
あ

っ
て

も
、
九
千
五
百
円
の
基
本
使
用
料
を
月
々
お
支

払

い
頂
く
こ
と
や
、
新
規
加
入
料

（
二
万
六
千

円
）
と
契
約
事
務
手
数
料

（
三
千
七
百
円
）を
、

ご
契
約
時
に
お
支
払

い
頂
く
こ
と
に

つ
い
て
は
、

レ
ン
タ
ル

（機
器
使
用
料
は
、
ム
ー
バ
が
五
千

円
）
の
場
合
と
同
様
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
お
近
く
の
支
店
又
は
営

業
所

へ
お
願
い
し
ま
す
。

携帯電話等のお買上げ価格等

(単 位 :円 )

商 品 名
標 準 小 売 価 格

本体価格 標 準 キ ッ ト 合  計

ム ー

D II 84,000 埓め∞(絣ξM・ A鋤
97,500

81,000 13,500(応礁轟ヽ家ζ女ネ
);今

動 94,500

NH 76,000 13,500(Pttζ女ネ);今9 89,500

81,000 13,500(躇礁影影夭ζ舞);今9 94,500

R II 78,000 13,:00(鑽ζ女ス
);今

動 91,500

*価格にはlll費税は含まれておりません。
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漢
字

に
な

つ
て

二
月

一
日
新
電
報
が

ス
タ
ー
ト

Ｎ
丁
Ｔ
四
国
電
報
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

「
こ
と
ば

の
ギ

フ
ト
」
と
し
て
、
年
間
約
四

千
七
百
万
通
の
ご
利
用
を
頂

い
て
い
る
電
報
サ

ー
ビ
ス
に
、
二
月

一
日
か
ら

一
層
表
現
豊
か
な

「
漢
字
電
報
サ
ー
ビ
ス
」
が
導
入
さ
れ
、
新
し

い
電
報
料
金
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

一　

漢
字
で

ス
ラ
ス
一ヱ
訊
め
る
漢
字
電
報

こ
れ
ま

てヽ
の
電
報
は
、

「
ひ
ら
が
な

・
カ

タ
カ
ナ
」
を
基
本
と
し
、
お
祝

い

。
お
悔
や

み
電
報
の
う
ち
、
文
例
を
指
定
し
て
頂

い
た

も
の
に
限

っ
て
漢
字
を
使

っ
て
お
届
け
し
て

お
り
ま
し
た
。

お
客
さ
ま
か
ら
は
、

「
ひ
ら
が
な
ば
か
り

で
は
読
み
に
く
い
し
、
そ
れ
に
気
持
ち
も
十

分
伝
わ
り
に
く
い
。
漢
字
を
交
え
て
自
由
に

表
現
し
た
い
」
等

の
要
望
が
強
か

っ
た
こ
と

か
ら
、
新
た
に

「
漢
字
サ
ー
ビ
ス
」
を
提
供

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

「
漢
字
電
報
」
は
、
従
来

の
電
報

（か
な

電
報
）
と
は
別
に
、
お
客
さ
ま
に
よ
る
選
択

が
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
、
電
報
の
あ
て
先

（受
取
人
名
）
及
び
通
信
文
に

つ
い
て
、
任

意
の
漢
字
を
お
使
い
頂
く
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

使
え
る
漢
字
は
、
常
用
漢
字

（
一
、
九
四

五
字
）
と
人
名
用
漢
字

（
二
八
四
字
）
の
合

わ
せ
て
二
、
三
二
九
字
で
す
。

漢
字
を
利
用
し
た
電
報
に

つ
い
て
は
、
ご

希
望
に
よ
り
毛
筆
書
体

に
よ
る
印
字

（
一
通

毎

に
、　
一
〇
〇
円
の
毛
筆
印
字
料
が
必
要
）

も
可
能
で
す
。

）

な
お
、
こ
の

「
毛
筆
印
字
サ
ー
ビ
ス
」
は
、

当
面
の
間
、
全
国
の
県
庁
所
在
地
等

に
配
達

す
る
電
報

（
四
国
で
は
四
県
の
県
庁
所
在
地
、

今
治
市
、
新
居
浜
市
あ
て

〈
島
し
ょ
部
等

一

部

の
地
域
を
除
く
〉
）
に
限

っ
て
ご
利
用
頂

け
ま
す
。

一
一　
新
し
い
電
報
料
金

漢
字
を
使
用
す
る
も
の
は

「
漢
字
電
報
」

と
し
て
、
漢
字

一
文
字
を

一
字
と
し
て
計
算

す
る
新
し
い
料
金

（次
表
参
照
）
が
設
定
さ

れ
ま
し
た
ｃ

〓
一　
電
報

の
受
付
は

一
カ
月
前
か
ら

こ
れ
ま
で
、
配
達
日
の

一
〇
日
前
か
ら
受

け
付
け
て
い
た
電
報
が
、
今
回
の
改
正
で
、

配
達
目
の

一
カ
月
前
か
ら
受
け
付
け
で
き
る

よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
慶
弔
電
報
の
割
引
サ

ー
ビ
ス

⌒
一
通
毎

に
、　
一
五
〇
円
割
り
引
く
）

期
間
も

一
カ
月
前
か
ら
三
十‐
前
ま
で
に
拡
大

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
配
達
日
の
前

日
ま
で
に
申
し
出
が

あ
れ
ば
、
発
信
し
た
電
報
を
取
り
消
す
こ
と

も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

別
に
二
〇
〇
円
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
文
例
を
大
幅

に
追
加
し
、
約

一
千

種
類

（従
来
は
約

二
〇
〇
種
類
）
作
成
し
ま

し
た
２
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
販
売
企
画
担
当

へ
。

電
話
　
〇

一
三
〇
１
０
０
九
―

一
一
五

新 し い 電 報 料 金

ネ 上言ひ1全 は、電話やファクシミリでお申込みの場合で、他に消費税がかかります。

ホ 緊急編 報及び無線電報については、料金の変更はございません。
* 供 指定文例をご利用された場合は、一部漢字でお届けしておりまし力勧(、 今回の

見直しにより「かな電報」をJ旨定された場合は、全てひら力くな文となります。

ご 利 用 方 法

・基本額(25字ま0  490円
J動

1額 儀勤口5字ごとに)  60円

・基本額(25字ま0  340円
・累加額領加5字ごとに) 40円

-4-
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各
種
車
両
の
リ
ー
ス
及
び
維
持
管
理
（車
検
、

故
障
修
理
、
保
険
事
故

の
処
理
等
）
を
通
し
て
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
業
務
の
効
率
化
に
寄
与
す
る
目
的
を

も

っ
て
、
当
社
は
、
昭
和
六
二
年
二
月
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
み
な
ら
ず
、
グ

ル
ー

プ
会
社
や
関
連
会
社
か
ら
の
様
々
な
需
要
に
対

応
し
た
セ
ー
ル
ス
を
行

っ
て
お
り
、
加
え
て
Ｎ

Ｔ
Ｔ
や
グ

ル
ー
プ
会
社
等
の
社
員
や
Ｏ
Ｂ
の
皆

様
か
ら
も

「
リ
ー
ス
Ｄ

ｅ
マ
イ
カ
ー
」
の
ご
利

用
が
あ
り
、
四
国
支
店
の
管
理
台
数
も
、
既
に

二
千
七
百
台
を
超
え
て
い
ま
す
。

今
日
は
、
電
友
会

の
皆
様
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
オ
ー
ト

リ
ー
ス
側
四
国
支
店
の
業
務
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▽

「
リ
ー
ス
Ｄ

ｅ
マ
イ
カ
ー
」
の
お
す
す
め

国
産
車
、
外
国
車
を
問
わ
ず
、
ど
ん
な
車
種

で
も
市
中
よ
り
安

い
料
金
で
、
リ
ー
ス
車

の
お

引
き
受
け
を
し
て
い
ま
す
。

割
賦
で
購
入
さ
れ
る
場
合
よ
り
も
有
利

（支

払

い
総
額
が
少
な
い
）
で
す
。

▽

マ
イ
カ
ー
購
入
の
ご
相
談
も
当
社

ヘ

新
車

（各
地
の
デ
ー
ラ
を
経
由
し
納
車
）
及

び
中
古
車

（リ
ー
ス
ア
ッ
プ
車
）
の
現
金
販
売

も
し
て
お
り
ま
す
。

中
古
車

の
展
示
場
は
、
松
山
市
星
岡
町
に
設

け
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▽
レ
ン
タ
カ
ー
の
取
次
ぎ
も
Ｏ
Ｋ

支
店
所
有

の
五
台
以
外
に
、
各
地
の
レ
ン
タ

カ
ー
会
社
と
連
携
し
て
、
取
次
ぎ
サ
ー
ビ
ス
を

行

っ
て
い
ま
す
。

市
価
の
半
額
程
の
値
段
で
、
お
近
く
の
レ
ン

タ
カ
ー
会
社

の
車
が
ご
利
用
頂
け
ま
す
。

お
友
達
と
の
八
八
カ
所
巡
り
や
、
急
に
車
が

必
要
に
な

っ
た
場
合
な
ど
に
、
あ
ら
ゆ
る
車
種

に
つ
い
て
、
お
気
軽

に
ご
利
用
頂
け
ま
す
。
四

国
以
外
の
場
合
で
も
、
各
支
店
を
経
由
し
た
手

配
が
可
能
で
す
か
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
カ
ー
用
品
も
販
売

タ
イ
ヤ
、
タ
イ
ヤ
チ

ェ
ー
ン
、
ホ
イ
ー
ル
、

バ

ッ
テ
リ
ー
、
充
電
器
な
ど
の
カ
ー
用
品
は
、

市
価
の

一
〇
～
五
〇
％
引
き
で
販
売
し
て
い
ま

す
。

）
▽
損
害
保
険
等
の
取
扱

い
も
Ｏ
Ｋ

バ
イ
ク
か
ら

マ
イ
カ
ー
ま
で
の
自
動
車
保
険

（自
賠
責

◆
任
意
保
険
、
対
人
対
物

・
車
両
保

険
）
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
火
災
保
険
、
傷
害

保
険
、
旅
行
傷
害
保
険
も
取
り
扱

っ
て
い
ま
す
。

以
上
の
他

に
、
車
検
整
備
な
ど
の
斡
旋
、
Ｊ

Ａ
Ｆ

へ
の
加
入
手
続
き
等
も
行

つ
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
四
国
支
店
の
概
要

従
業
員
　
　
　
　
　
七
名

支
店
長
　
　
山
地
　
　
孝

所
在
地
　
松
山
市
千
舟
町
四
―
五
―
四

住
友
生
命
千
舟
町
ビ
ル

（七
階
）

一電
　
話
　
〇
八
九
九
―
二

一
―
五
〇
〇
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
Ｏ
八
九
九
―
三
二
―
五
〇

一
一

牌
博
多
如障ゴ

*キャンペーン期I.l中 にご契Itlい ただいた方には栞敲なフレゼントを差しあげます。

NTTオートリ…ス榊醒難
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第86写

陽

葬̈
が
け鞘
約
．ビ

Ｏ
Ｂ
サ
ロ
ン

「
か

つ
や
ま

■
て
は
、
毎
月
の

第

二
木
曜
日
を
テ
ル
ウ

ェ
ル
デ
ー
と
し
て
、
講

話
や
得
意
芸
を
披
露
し
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
ヽ

こ
の
二
月

一
〇
国

（木
）
に
は
、
Ｏ
Ｂ
の
武

智
弘
忠

（伊
予
市
）
さ
ん
か
ら
、
武
智
さ
ん
が

続
け
て
こ
ら
れ
た
国
中
交
流
に

つ
い
て
、
興
味

深
い
お
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

武
智
さ
ん
は
、
も
う

一
〇
数
年
に
わ
た

っ
て

中
国
の
人
々
と
文
通
を
続
け
て
お
ら
れ
、
写
真

や
カ

レ
ン
ダ
ー
の
交
換
な
ど
を
通
じ
て
、
日
中

交
流
に
力
を
注
い
で
お
ら
れ
ま
す
。

文
通
の
相
手
に
は
若

い
学
生
さ
ん
も

い
れ
ば
、

お
年
寄
り
の
方
も
い
て
、
何
時
も
何
人
か
の
人

達
と
の
交
わ
り
を
、
生
き
甲
斐
に
さ
れ
て
お
ら

れ
る
と
の
お
話
で
し
た
。

中
国
で
は
今
、
日
本
語
学
習
が
流
行
し
て
い

て
、
辺
境

の
地
で
は
、
若
い
と
き
に
日
本
語
を

習

っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
、
急
に
教

員
に
任
命
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
そ

う
い
う
方
が
再
度

日
本
語
を
勉
強
し
た
い
と
い

う
思

い
か
ら
、
文
通
を
求
め
て
お
ら
れ
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
と
か
。

日
本
で
は
そ
う
し
た
中
国
の
人
々
の
た
め
に
、

日
中
文
通
ク
ラ
ブ

（元
パ
ン
ダ
ク
ラ
ブ
）
が
そ

の
仲
介
に
当
た

っ
て
い
て
、
日
本
側
文
通
者
の

交
流
会
を
開
催
し
た
り
、
日
本
の
書
籍
を
中
国

へ
贈
る
運
動
も
し
て
い
る
そ
う
で
す
σ

）

本
年
は
国
際
家
族
年
で
も
あ
り
、
国
際
交
流

に
興
味
を
も

っ
て
お
ら
れ
る
方
は
、
文
通
相
手

を
ご
紹
介
し
て
頂
け
る
そ
う
な
の
で
、
武
智
さ

ん
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
中
国
と
の
文
通
で
は
、
政
治
や
経
済

に
関
す
る
こ
と
は
書
か
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

▽
武
智
弘
忠
さ
ん
の
住
所
等

〒
七
九
九
―
三

一

愛
媛
県
伊
予
市
上
三
谷
五
四
四
―
五

電
話
　
〇
八
九
九
―
八
二
―

一
六
〇
六

一饒

的却的詞ル会ノレー

徳
島
Ｏ
Ｂ
サ
ー
ク
ル
の
代
表
者

一
四
名
が
集

ま
り
、

二
月

二
八

日

（月
）
、
午
前

一
一
時
か

ら
Ｏ
Ｂ
サ

ロ
ン

「
び
ざ
ん
」
で
、
打
合
せ
交
流

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
が
初
め
て
の
会
合
で
、
最
近
、
各
サ
ー

ク
ル
に
よ
る
Ｏ
Ｂ
サ

ロ
ン

「
び
ざ
ん
」
の
利
用

が
活
発
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
サ
ー
ク
ル
相
互

間
の
交
流
と
利
用
の
調
整
な
ど
に
つ
い
て
、
話

し
合

い
ま
し
た
。

当
日
出
席
し
た
眉
秋
俳
句
会
、
縁
台
ク
ラ
ブ
、

健
歩
会
、
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
、
な
ご
み
会

（茶

道
）
、
さ
く
ら
俳
句
会
、
ゴ

ル
フ
八
〇
会
、
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
、
人
形
、
ち
ぎ
り
絵
、
日

本
舞
踊
、
琴
、
書
道
、
生
け
花

の
各

サ
ー
ク
ル
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｎ
Ｔ
Ｔ
徳
島
Ｏ
Ｂ
会
及
び
全
電

通
退
職
者

の
会

の
代
表
者

に
対
し
て
、
テ
ル
ウ

ェ
ル
徳
島
営
業
所

（旭
野
所
長
、
先
山
公
益
担

当
課
長
、
堤
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
出
席
）
は
、

平
成
六
年
度
に
実
施
す
る
退
職
者
文
化
活
動
や

「
家
庭
介
護
教
室
」

へ
の
協
力
依
頼
を
行
う
と

と
も
に
、
Ｏ
Ｂ
サ

ロ
ン

「
び
ざ
ん
」
の
有
効
な

利
用
と
、
今
後

の
サ
ー
ク
ル
活
動
の
発
展
を
願

っ
て
、
熱
心
な
討
議
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

テ
ル
ウ

ェ
ル
四
国
支
部
は
、
特
技
や
趣

味
を
生
か
し
、
生
き
甲
斐
や
健
康
づ
く
り

を
求
め
て
活
動
す
る
、
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
に

よ
る
サ
ー
ク
ル
等
を
側
面
的

に
援
助
し
て

お
り
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
等

へ
の
加
入
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
テ
ル
ウ

ェ
ル
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。ま

た
、
Ｏ
Ｂ
サ

ロ
ン
は
、
テ
ル
ウ

ェ
ル

が
公
益
事
業
と
し
て
運
営
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一　

　

　

″詔

テ
ル
ウ

ェ
ル
福
祉

セ
ン
タ
で
は
、
Ｏ
Ｂ
愛
媛

囲
碁
大
会
を
、
二
月
六
日

（
日
）
、
松
山
市
日

の
出
町
の
囲
碁
将
棋
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

日
頃
研
鑽
し
た
成
果
を
大

い
に
発
揮
し
て
も

ら

っ
て
、
囲
碁
と
い
う
共
通
の
趣
味
を
通
じ
て

親
睦
を
深
め
て
頂
こ
う
と
企
画
し
た
も

の
で
す
。

参
加
者
五
〇
名
は
、
無
差
別
級
、
Ａ
級
、
Ｂ

級
の
三
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
対
戦

（互
先
、
五

目
半

コ
ミ
出
し
）
し
、
元

ア
マ
チ

ュ
ア
本
因
坊

で
愛
媛

ア
マ
囲
碁
最
強
者
、
田
中
正
人
六
段
に

審
判
長
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

午
後
六
時
ま
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
結

果
、
各
ク
ラ
ス
の
優
勝
者
等
が
次
表
の
通
り
決

）
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▽    ▽    ▽

B    A    無
差三

恣
優
堅
三
信
優
景
三
信
優
l

位 勝 勝 級 位 勝 勝 段 位 勝 勝 四
以    S   段
下    三    以

近 山 山 Y沼 井 建 段 浅 岡 山 上

藤 下 口  田 上 島  井 村 崎

哲  常  登 正   幸 純

夫 正 夫  市 伸 斉  英 雄 献

）

定
し
ま
し
た
。

当

日
は
、
千
葉
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
支
社
長
も
来
賓

と
し

て
参
加
さ
れ
、
無
差
別
級
で
敢
闘
さ
れ
ま

し
た
。

テルウェル火災共済

― いざというときの備え 一

毎月 10円 で15万 円の保障

l」 が一の災害か ら家屋や家財を守るた

めの掛け捨て型住宅災害共済てす =

ほかの火災保険などに加入 して tヽ て も、

保障の金額を調整せず、独 自の保障を受

けることができます。

●対象

社員・家族 (社 員と「Hl居の被扶養者 ,・ 勤

続2()年 以上の退職者の所有する家屋・家

財。

●契約の種別と掛金(1回 当たり)

掛金の払い込み方法によつて 1ナ]払 い、

1年 、 5年、10年 1の 4つ の種別か ら自

由にお選びください。 2物件まてllR入 す

ることができ、損害の程度によって 」口

15万 日以内まで保障されます c

●火災共済

契約の種別 木 造 等 耐火構造

月 払 い 105円 5円

1 年 120円 50F弓

b 年 480円
円９

″

０
４

19 年 790FEl 380円

※加入回数/家屋150ま で、家財50回 まで

●詳細については、下記の各営業所相談

役又 はテルウェル四国支部へお問い合

わせ ください。

お問い合わせ先 住 所 一
甲 話

テ ル ウ ェル 四 国
(共済サー ビス部 )

〒790松 山市ttl持 田日∫40-3 TEL(0899)32-9956

所
御

業営
談日

口

香
い 〒760高松1市 内町 1-11 T E L 10878)22-5151

所
仰

業営
談

島徳
い

〒770徳 島市中洲1町 2-25
NTT中 洲 ビル

T E L10886)52-6320

高 知 営 業 所
(相  談  役 )

〒780高知市はりまや町 1101 T E L(0888'83-1141

-7-
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ハ、
本

廃
用
症
候
群
を
ご
存
じ
で
す
か
／

Ｎ
Ｔ
Ｔ
松
山
病
院
整
形
外
科
部
長

喜
多
岡
　
健

ニ

廃
用
症
候
群
と
い

う
言
葉
を
ご
存
じ
で

す
か
、
こ
れ
は
、
主

に
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
医
学
で
用
い
る

用
語
で
す
。
脳
卒
中

な
ど
で
長
期
間
入
院

し
て
ベ
ッ
ド
の
上
で
動
か
な
い
て
い
る
と
、
筋

委
縮
と
い

っ
て
筋
肉
が
や
せ
て
力
が
入
ら
な
く

な

っ
た
り
、
拘
縮
と
い

っ
て
関
節
が
硬
く
な

っ

て
動
き
に
く
く
な
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
症
状

が
落
ち
着
い
て
、
さ
あ
歩

こ
う
と
し
て
も
立
て

な
か

っ
た
り
、
自
分
で
は
動
け
な
い
た
め
に
寝

た
き
り
に
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
、
恐
ろ

し
い
症
候
群
で
す
。
こ
れ
は
極
端
な
例
で
す
が

も

っ
と
身
じ
か
な
問
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

運
動
不
足
病
と
い
う
言
葉
は
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

こ
れ
は
高
血
圧
や
糖
尿
病
、
肥
満
や
虚
血
性
心

疾
患
な
ど
運
動
不
足
が
原
因
の

一
つ
と
し
て
上

利
」
Ｍ
』
鉄
嫌
に
け
だ
樋
鋤
罫
銀
敵
社
∞
慶
劫

を
呈
す
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
も
広
く
廃
用
症

候
群
と
呼
び
ま
す
。

人
類
を
合
め
て
哺
乳
類

の
多
く
は
長
期
間
に

わ
た

っ
て
運
動
を
し
な
い
で
生
存
す
る
こ
と
を

プ

ロ
グ

ラ
ム
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
現

代
人
は
便
利
な
機
械
文
明
の
中
で
、
身
体
を
使

）

わ
な
い
で
生
活
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
か

つ

て
は
存
在
し
な
か

っ
た
、
運
動
を
し
な
い
、
何

も
身
体
を
使
わ
な
い
と
い
っ
た
、　
一
見
害
の
な

い
因
子
で
発
生
す
る
疾
病
や
諸
症
状

に
悩
ま
さ

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
す
。

廃
用
症
候
群
は
骨

。
関
節

・
筋
肉
と
い
っ
た

運
動
器
か
ら
心
臓

。
消
化
器

・
脳
な
ど
の
内
臓

に
い
た
る
ま
で
広
く
認
め
ら
れ
ま
す
。
具
体
的

に
は
骨
で
は
骨
萎
縮
が
お
こ
り
骨
粗
霧
症
が
発

生
し
、
関
節
で
は
関
節

の
動
き
が
悪
く
な
り
関

節
拘
縮
を
き
た
し
、
筋
肉
で
は
筋
委
縮

の
た
め

筋
力
低
下
、
筋
持
久
力
の
低
下
が
お
こ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
が
中
高
年
に
多
い
変
形
性
脊
椎
症
、
変

形
性
膝
関
節
症
の

一
因
と
な
り
ま
す
。
心
肺
機

能
が
低
下
す
る
と
息
切
れ
や
頻
脈
が
見
ら
れ
、

消
化
機
能
が
低
下
す
る
と
便
秘
や
食
欲
不
振
が

み
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
中
高
年
に
多
く

み
ら
れ
る
症
状
や
疾
患
を
す
べ
て
廃
用
に
よ
る

と
決
め

つ
け
る
わ
け
で
は
な
い
の
ぃて
す
が
、
多

く
の
疾
患
や
症
状
は
廃
用
が
修
飾
し
、
増
強
し

て
い
る
の
は
事
実
で
す
。

そ
れ
で
は
ど
う
す
れ
ば
廃
用
を
防
ぐ
こ
と
が

出
来
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ら
が
い
身
体
を

使
わ
な
い
、
運
動
を
し
な
い
こ
と
が
原
因
と
な

っ
て
起

こ
る
訳
で
す
か
ら
、
運
動
を
す
れ
ば
よ

い
こ
と
に
気
が
付
き
ま
す
。
実
際

に
若

い
人
は

楽
し
み
の
た
め
に
運
動
を
す
る
の
に
、
中
高
年

は
健
康
の
為

に
運
動
を
し
て
い
ま
す
。

運
動
の
効
果
を
具
体
的

に
見
て
み
ま
し

ょ
う
。

運
動
を
す
る
と
骨
密
度
が
高
く
な
り
ま
す
。
七

〇
歳
前
後

の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
選
手
は
特
に
運
動

を
し
て
い
な
い
同
年
代
の
人
に
此

べ
て
二
０
％

か
ら
三
〇
％
も
骨
密
度
が
高

い
と
い
う
報
告
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
毎
日
散
歩

の
習
慣

の
あ
る
高

齢
者
は
骨
粗
髪
症
に
よ
る
背
中
の
丸
み
、
円
背

が
少
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。　
一
日
二
十
五

分
間
運
動
す
る
と
、　
一
年
間
に
骨
の
カ

ル
シ
ウ

ム
が
四
〇
グ

ラ
ム
も
運
動
し
な
い
人
よ
り
多

い

と
言
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
良
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
運
動
は
運
動
器
に
効
用
を
与
え
ま
す
が
、

障
害
を
与
え
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
ケ
ガ
の
危

険
性
も
高
く
な
り
、
慢
性

の
障
害
も
お
こ
り
や

す
く
な
る
の
で
す
。
歩
き
過
ぎ
る
人
は
変
形
性

膝
関
節
症
、
ア
キ
レ
ス
腱
周
囲
炎
、
下
腿
筋
肉

痛
を
起

こ
し
易
く
、
手
を
よ
く
使
う
人
は
テ

ニ

ス
肘
、
手
指
の
関
節
炎
や
変
形
、
ま
た
腰
で
は

使

い
過
ぎ
る
と
変
形
性
脊
椎
症
、
椎
間
板
障
害

や
い
腰
部
脊
椎
管
狭
窄
症
な
ど
の
変
形
疾
患
が

多
く
み
ら
れ
ま
す
。

運
動

の
や
り
過
ぎ
は
良
く
な
い
の
で
す
。
健

康
の
た
め
に
運
動
を
し
て
障
害
を
作

っ
た
の
で

は
何
を
し
て
い
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
運
動
器
に
障
害
を
引
き
起

こ
さ
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
効
用
を
ひ
き
の
ば
す
、
言

い
換
え

れ
ば
運
動
器
に
効
用
が
あ

っ
て
障
害

の
少
な
い

運
動
、
低
強
度
な
散
歩
や
体
操
を
毎
日
積
み
重

ね
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
運
動
に
よ

っ
て

廃
用
を
防
ぐ
効
用
は
、
筋

・
腱
な
ど
の
支
持
機

構
を
丈
夫
に
す
る
こ
と
が
出
来
、
運
動
器
に
活

力
を
与
え
ら
れ
る
事
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
内
科

的
疾
患

の
危
険
因
子
の
改
善
も
得
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
中
高
年
の
運
動
に
よ
る
障
害

の
予
防

に
は
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
が
効
果
的
で
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
廃
用
症
候
群

に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
か
と
い

っ
て
運
動
障
害
を
起

こ
さ
な
い
よ

う
に
、
上
手
に
身
体
を
動
か
し
て
下
さ
い
。
身

じ
か
な
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
の
が
長
続
き
の
秘

訣
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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次
の
方
々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀

悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

田
窪
　
数

一
様

加
藤
　
友
利
様

三
好
　
　
勉
様

佐
渡
　
武
彦
様

岡
本
真
寿
海
様

菊
池
　
勝
明
様

横
井
　
秀
夫
様

坂
田
　
　
武
様

光
藤
　
義
隆
様

堀
内
　
圭
二

様

石
川
　
健
二
様

松
本
　
　
保
様

氏
　
　
名

６

・

２

・

２３

６

ｏ

ｌ

・

２６

６

●

１

・

２ ‐

６

・

１

・

１７

６

ｏ

ｌ

・

１‐

５

・

１２

・

２５

５

ｏ

ｌ２

・

‐４

５

ｏ

ｌ２

・

‐４

死
亡
年
月
日

64 81
享

年

″

松

　
山

Jヒ

条

松

　

山

八
幡
浜

丸

亀

松

山

△

治

松

　

山

伊

予

所
　
属

テ
ル
ウ

ェ
ル
福
祉

セ
ン
ダ
ー
で
は
、
次
の
番

号
に
よ
り
、訃
報
等
を
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
。

〇

一
二
〇
―
四
七
―
二
九
四

一

◇
　
井
筒
　
正
義

　

　

（徳
島
市
）

第
二
の
職
場
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
移
動
通
信
網
欄

で
、
元
気
に
忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

年

一
回
の

「
阿
波
踊
り
」
を
心
待
ち
に
し
な

が
ら
、
時
間
が
あ
れ
ば
高
血
圧
の
予
防
に
と
、

散
歩
と
ゴ

ル
フ
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

ゴ

ル
フ
は
パ
ワ
ー
不
足
を
技
術
で
カ
バ
ー
と
、

「
宣
ち

直
ぐ

シ
ョ
ッ
ト
」
と

「
寄
せ

ワ
ン

・
ア

プ

ロ
ー
チ
」
の
習
得
に
励
ん
で

い
ま
す
。

ま
だ
残
り
長
い

（？
）
人
生
で
す
。
健
康
第

一
を

モ
ッ
ト
ー
に
趣
味
を
広
げ
な
が
ら
、
楽
し

く
過
ご
し
た
い
と
念
じ
て
い
る
こ
の
頃
で
す
。

◇
　
泉
　
雅
恵
子

　

　

（高
知
市
）

退
職
し
て
早
八
年
と
い
う
歳
月
が
過
ぎ
、
月

日
の
経

つ
の
が
実

に
早
く
感
じ
ら
れ
る
、
今
日

こ
の
頃
ぃて
す
。

退
職
後
は
、
毎
日
、
四

ロ
キ
位
歩
く
の
を
日
課

と
し
て
い
ま
し
た
が
、　
一
昨
年
体
調
を
く
ず
し
、

少
し
休
ん
で
、
ま
た
始
め
て
お
り
ま
す
。

楽
し
み
は
手
編
み
教
室
で
、
仲
間
と
わ
い
わ

い
言

い
な
が
ら
セ
ー
タ
ー
、
カ
ー
デ
ィ
ガ

ン
等

を
編
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
穏
や
か
な
毎

日
が
送
れ
る
よ
う
、
特

に
健
康
に
留
意
し
て
過

ご
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
泉
　
　
義
晴

　

　

（松
山
市
）

古
希
と
言
わ
れ
る
年
に
な
り
、
老
後
は
健
康

第

一
と
出
来
る
限
り
外
に
出
る
よ
う
に
し
て
、

じ一
向
に
上
達
し
な
い
ゴ
ル
フ
、
カ
ラ
オ
ケ

（
一

〇
年
）
、
社
交
ダ
ン
ス

（
一
年
半
）
と
諸
先
輩

の
中
に
入
り
楽
し
ん
で
お
り
、
ぼ
け
防
止
に
高

齢
者
大
学

へ
も
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

若
い
時
か
ら
趣
味
を
持

つ
べ
き
だ

っ
た
と
悔

や
ま
れ
る
こ
の
頃
で
す
が
、
現
役
時
代
、
人
前

ぃて
歌
え
な
か

っ
た
カ
ラ
オ
ケ
も
出
来
る
よ
う
に

な
り
、
ダ
ン
ス
で
は
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
汗
を
流
し
、

何
で
も
積
極
性
が
大
切
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
大
平
　
治
男

　

　

（高
知
市
）

電
電
公
社
を
何
と
か
無
事
卒
業
し
て
、
早

一

一
年
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
体
育
館
の
八
年
も
夢
の
間
、
何

と
老
い
の
坂
道
を
下
る
の
は
早
い
も
の
。

や
っ
と
家
庭
菜
園
に
も
な
じ
め
る
と
思
い
き

に
、
又
々
、
人
の
煽
て
に
乗

っ
た
の
が
悪
目
で
、

民
生
委
員
は
八
年
で
卒
業
出
来
た
が
、
退
職
者

の
各
種
会
合
に
引

っ
張
り
出
さ
れ
、
今
や
現
職

時
代
よ
り
忙
し
い
毎
日
。
畑
も
次
第
に
荒
れ
て

行
く
始
末
。

ど
う
も
こ
の
世
は
思
惑
と
揮
で
、
向
こ
う
か

ら
外
れ
る
の
感
あ
り
、
そ
れ
で
も
生
来
の
挑
み

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
楽
し
く
毎
日
を
送
る
よ

う
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

◇
　
小
野
　
啓
補

　

　

（高
知
市
）

電
友
会
の
皆
さ
ん
、
お
変
わ
り
無
く
お
過
ご

し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
日
は

「
私
の
消
息
」

に
つ
い
て
の
お
尋
ね
を
頂
き
、
本
当
に
恐
縮
し

て
お
り
ま
す
。

光
陰
矢
の
如
し
の
通
り
で
、
退
職
後
早
く
も

九
年
目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
、
手
術

と
い
う
大
厄
に
も
遭

い
ま
し
た
が
、
術
後

の
経

―- 9 -―
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過
も
良
く
、
今
で
は
適
当
に
酒
席
に
も
参
加
し
、

友
入
と
の
旧
交
を
温
め
た
り
、
方
向
音
痴
の
解

消

に
と
旅
枕
を
重
ね
て
い
る
こ
の
頃
で
す
。

好
き
な
魚
釣
り
か
ら
は
縁
遠
く
な
り
、
今
は

草
花

の
手
入
れ
や
街
中

へ
の
散
策
が
楽
し
み
、

専
ら
健
康
に
留
意
し
て
お
り
ま
す
。
終
わ
り
に

皆
様

の
ご
多
幸
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

◇
　
一二［
田
　
雄
治

　

　

（高
松
市
）

公
社
を
退
職
し
て
八
年
間
、
第
二
の
人
生
を

過
ご
し
、
次
に
第
二
の
人
生
に
踏
み
出
そ
う
と

し
た
昨
年
、
思

い
が
け
な
く
病
魔
に
襲
わ
れ
て
、

入
、
退
院
を
繰
り
返
す

こ
と
に
な

っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

で
も
今
は
、
お
蔭
様
で
自
宅
療
養
で
過
ご
せ

る
状
態
に
な
り
、　
一
日
も
早
く
、
平
常

の
生
活

笙
戻
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

本
当
に

「
健
康
第

一
」
と
、

つ
く
づ
く
思
う

今
日
こ
の
頃
で
す
。

◇
　
坂
田
　
重
信

　

　

（徳
島
市
）

公
社
退
職
以
来
早
く
も

一
〇
年
。
そ
の
間
テ

ル
ウ

ェ
ル
で
七
年
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

子
供
た
ち
が
次
々
に
独
立
し
て
い
く
頃
に
な

っ
て
、
自
分
自
身

の
健
康
管
理
が
気
に
な
り
始

め
、
先
ず
は
歩
く

こ
と
を
重
点

に
、
団
地
内

一

周

一
時
間
を
目
標
に
お
き
、
実
行
す
る
こ
と
に

し
て
お
り
ま
す
。

上
り
下
り
の
坂
道
、
運
動
場
か
ら
見
え
る
眉

山
の
塔
な
ど
、
朝
の
散
策
は
ま
た
格
別
で
す
。

正
に
平
々
凡
々
な
る
歩
み
で
す
が
、
家
族
仲
良

く
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
お
隣
り
と
の
交
流
を
深
め

な
が
ら
過
ご
し
て
い
る
こ
の
頃
ぃて
す
。

）

◇
　
佐
々
木
英
子

　

　

（高
松
市
）

七
年
半
前

に
心
臓
手
術
を
し
ま
し
た
。
結
果

は
良

い
の
で
す
が
、
日
常
生
活
活
動
が
極
度

に

制
限
さ
れ
た
た
め
、
市

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
編
み
物
、
そ
の
他
稽
古
は
全
部
打
ち
切
り
ま

し
た
。

今
は
、
趣
味
と
し
て
和
紙
ち
ぎ
り
絵
を
気

の

向
く
ま
ま
に
、
ま
た
、
天
気

の
良
い
日
は
運
動

と
日
光
浴
を
兼
ね
、
植
木
鉢
を
日
当
た
り
の
良

い
家
の
外
に
出
し
て
夕
方
庭
に
入
れ
る
。
こ
れ

が
私
の
日
課
で
す
。

後
は
、
町
内

の
方
や
知
人
等
千
客
万
来
で
、

案
外
多
忙
な
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
白
石
　
　
悟

　

　

（松
山
市
）

自
然
に
親
し
む
。
河
川
、
山
林
に
野
鳥
を
た

ず
ね
て
、
そ
の
姿
、
鳴
き
声
を
楽
し
ん
で

い
る
。

人
間
社
会
と
は
違
う
鳥
た
ち
の
世
界
を
覗
い

て
み
よ
う
と
始
め
た
の
で
あ
る
。
気
長
く
仲
良

く
続
け
ば
と
思

っ
て
い
る
。
野
鳥

の
会

の
会
員

に
な

っ
て
早
二
年
が
過
ぎ
た
。

旅
を
楽
し
む
。
一
百
（間
の
往
復
習
性
か
ら
解

放
さ
れ
て
、
憧
れ
の
旅
行
を
兼
ね
た
美
術
館
巡

り
を
楽
し
ん
で
い
る
。
絵
画
、
建
物
、
庭
園
に

加
え
途
中

の
山
河
、
湖
な
ど
の
風
物
も
美
し
い
。

美
術
館
巡
り
の
会
も
二
年
目
に
な

っ
た
。

◇
　
佐
藤
　
幸
男

　

　

（鴨
島
町
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
し
、
第
二
の
職
場
を
六
〇
歳

で
退
い
て
二
年
余
り
、
昨
年
は
東
四
国
国
体
で

民
泊
を
引
受
け
、
ボ
ク
シ
ン
グ
の
選
手
三
名
と

コ
ー
チ

一
名

の
四
名
が
五
泊
し
ま
し
た
。

選
手
達
と
の
爽
や
か
な
交
流
、
試
合

の
応
援

等
、
本
当
に
身
近
な
国
体
で
し
た
。
選
手
や

コ

ー
チ
か
ら
お
礼

の
電
話
と
お
便
り
を
頂
き
、
長

い
こ
と
忘
れ
て
い
た
熱

い
思

い
を
味
あ
わ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
第
二
九
回
身
体
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大

会
が

一
一
月
六
日
、
七
日
の
両
日
、
鳴
門
総
合

運
動
公
園
陸
上
競
技
場
を
主
会
場
に
し
て
開
催

さ
れ
、
私
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

一
人
と
し
て
、

卓
球
競
技
会
場
で
開
会
式
か
ら
試
合
、
そ
し
て

表
彰
式
ま
で
を
要
約
筆
記
で
同
時
通
訳
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

私
達

の
さ
さ
や
か
な
手
伝
い
が
、
耳
の
不
自

由
な
方
々
の
お
役
に
立

っ
て
、
本
当
に
良
か

っ

た
と
思

い
ま
し
た
。

何
で
も
お
金
で
買
え
る
時
代
に
、
お
金
で
買

え
な
い
も
の
が
あ
る
と
教
え
ら
れ
た
国
体
で
あ

り
、
身

ス
ポ
大
会
で
し
た
。

◆
　
谷
本
　
政
雄

　

　

⌒高
松
市
）

光
陰
矢

の
如
く
、
退
職
し
て
二
〇
余
年
の
歳

月
が
流
れ
ま
し
た
。

私
は
ビ
ル
マ
戦
線
で
足
掛
け
六
年
戦
場
を
駆

け
め
ぐ

っ
た
経
験
が
あ
り
、
体
は
い
た

っ
て
健

豪
（．
わ
が
家
に
卓
球
台
を
据
え
、
若

い
者
を
相

手
に
汗
を
か
い
て
、
健
康
保
持

に
努
め
て
お
り

一́ム
一―・、）

四
年
前

に
最
愛
の
妻
を
亡
く
し
ま
し
た
。
こ

れ
も
世

の
宿
命
。
い
か
ん
と
も
し
が
た
く
、
今

は
、
大
阪
に
い
る
孫

の
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
が
、

私
と
話
が
し
た
い
と
の
事
、
こ
ん
な
嬉
し
い
事

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
知
穂
さ
ん
と
の
話
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
．

）
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一

◇
　
隅
田
　
太
郎

　

　

（伊
野
町
一

公
社
を
昭
和
五
七
年
に
退
職
．
第
二
の
一職
場
、

ポ
ケ
ベ
ル
の
四
年
を
加
え
る
と
、
早

い
も
の
で

も
う

一
二
年
を
経
過
し
ま
し
た
Ｅ

退
職
当
時
は
自
由
を
満
喫
し
、
四
国

一
周
、

八
八
カ
所
巡
り
と
遊
び
回

っ
て
い
ま
し
た
が
、

五
、
六
年
前
頃
か
ら
持
病
の
腰
痛
に
悩
ま
さ
れ
、

近
年
は
読
書
三
味
の
日
々
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。

昨
年
秋
、　
ヘ
ル
ニ
ヤ
の
手
術
で
三
カ
月
人
院
。

今
で
は
す

っ
か
り
良
く
な
り
、
も
う
粗
大
ゴ

ミ
扱

い
は
さ
れ
な
い
ぞ
と
、
こ
れ
か
ら
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
思
案
中
の
昨
今
で
す
。

◇
　
滝
沢
　
速
水

　

　

（高
知
市
）

早
い
も
の
で
、
退
職
し
て
八
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。　
一
病
息
災
と
言

い
ま
す
が
、

健
康
状
態
も
ま
ず
ま
ず
で
、
毎

日
、
関
連
会
社

に
臨
時

屋
と
し
て
勤
め
て
い
ま
す
。

在
職
中

に
始
め
た
、
四
国
八
八
カ
所
参
り
を

長
年
か
け
て
や

っ
と
済
ま
せ
、
昨
秋
か
ら
二
回

日
を
始
め
、
現
在
、
香
川
県
が
残

っ
て
い
ま
す

の
で
、
今
春

に
は
結
願
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま

す
。地

域
の
老
人
ク
ラ
ブ
に
入

っ
て
、
ボ
ケ
防
止

の
た
め
小
旅
行
や

マ
イ
カ
ー
で
、
季
節
毎
に
景

勝
地
や
保
養
地
巡
り
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

◇
　
武
田
　
　
寿

　

　

（松
山
市
）

第
二
の
職
場
を
退
職
し
て
六
年
が
過
ぎ
た
。

昨
年
は
父
が
九
八
歳
で
天
寿
を
全
う
し
、
親

し
か

っ
た
先
輩
を
二
人
、
そ
し
て
先
日
は
近
所

の
先
輩
を
送

っ
た
。
運
命
と
は
い
え
悲
し
い
。

現
在
は
〓
報
委
員
を
始
め
、
自
治
体
の
世
話

か
ら
市
社
協
に
関
連
し
た
福
祉
活
動
に
取
り
組

み
、
今
月
は
全
国
規
模
の
行
事
が
松
山
で
開
催

さ
れ
、
準
備
な
ど
で
連
日
多
忙
で
し
た
。

お
陰
で
沢
山
の
人
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
住

み
心
地
も
極
め
て
よ
く
、
暇
を
見

つ
け
趣
味
を

楽
し
ん
だ
り
、
旅
行
も
し
て
い
る
昨
今
で
す
。

◇
　
山
川
　
和
男

　

　

⌒高
松
市
）

一
昨
年
、
テ
ル
ウ

ェ
ル
九
州
支
部
を
退
職
し
、

女

房
の
縁
で
高
松

に
移
り
住
ん
で
お
り
ま
す
。

公
社
時
代

（昭
和
二
九
―
四
二
年
）
、
松
山

電
話
局
と
四
国
通
信
局
に
勤
務
し
、
四
国
の
皆

様

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
晴
耕
雨
読
な
ら
ぬ

″
晴
歩
毎
読
″

の
毎
日
。　
一
昨
年
は
、
公
社
時
代
の
体
験
を
も

と
に
し
た

″小
説
″
を
、
昨
年
は
、
作
硯
家
の

父

の
足
跡
を
ま
と
め
て
自
費
出
版
。
目
下
は
、

ふ
る
さ
と
対
馬
に
ゆ
か
り
の
文
学
作
品
の
集
大

成
を
め
ざ
し
て
、
資
料
集
め
を
し
て
い
る
昨
今

´
」斗，
Ｃ

◇
　
山
本
　
徳

一
　

　

（松
山
市
）

再
度

の
職
を
辞
し
て
か
ら
始
め
た
毎
朝
三
〇

分
間
の
速
足
も
、
も
う
す
ぐ

一
年
半

に
な
り
ま

す
。
七
年
前
、
妻
が
他
界
し
て
か
ら
五
時
起
き

と
な
り
、
こ
の
習
慣
が
歩
く

こ
と
に

つ
な
が

っ

て
、
お
蔭
様
で
健
康
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。

最
近
で
は
四
国
霊
場
巡
拝
と
、
春

に
は
人
分

方
面
の
石
仏
巡
り
が
楽
し
み
で
す
。

ま
た
、
合
間
に

「
来
し
方
の
記
録
整
理
」
に

熱
中
し
て
お
り
、
苫
境

の
と
き
に
頂

い
た
励
ま

し
に
感
激
を
新
た
に
し
、
感
謝
し
て
い
る
こ
の

一）
頃
で

丁
ε
あ

‘
■

二
，
．
１
さ
一
手

●
■
）

皆
様

の
こ
健
蒙
を
お
行
つ
し
ま

丁
．

◇
　
土
口
田
フ
ジ
子

　

　

（徳
島
市
）

在
職
中
、
体
が
弱
く
短
命
と
医
師
か
ら
言
わ

れ
た
私
で
す
が
、
息
食
動
想
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
、
自
分
の
感
覚
で
気
持
ち
の
よ
い
方
向

に
体

を
動
か
し
て
体
の
歪
み
を
取
り
、
自
然

の
回
復

力
を
生
か
し
た
操
体
法
な
ど
の
健
康
法
で
元
気

に
な
り
、
現
在
、
徳
島
社
会
保
険

セ
ン
タ
ー
で
、

主
人
の
助
手
と
し
て
中
国
気
功
法
も
取
り
入
れ
、

健
康
づ
く
り
に
精
出
し
て
い
ま
す
。

人
は
皆
、
年
と
共
に
体
の
不
調
が
日
立

っ
て

き
ま
す
が
、
七
転
び
八
起
き
で
前
向
き

に
、
皆

さ
ん
と
健
康
づ
く
り
に
い
そ
し
む
毎

日
で
す
。

◇
　
西
野
　
久
明

　

　

（徳
鳥
市
）

退
職
し
て
早

一
〇
年
。
最
近
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
現

状
を
聞
か
さ
れ
、
企
業
競
争
の
厳
し
さ
を
知
り
、

良
き
時
代
に
勤
め
た
私
は
、
幸
せ
だ

っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。

人
生
八
〇
年
時
代
。
若
さ
と
健
康
を
保

つ
た

め
、
徳
島
大
学
開
放
講
座
を
週
二
日
間
受
講
。

先
生
方
の
講
義
は
新
鮮
で
分
か
り
易
く
、
頭
の

リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
に
大
変
役
立

っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
の
小
旅
行
で
は
、
楽
し

い

一
日
を
過
ご
す
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
若
さ
を
保

つ
た
め
に
、
六
〇
、

七
〇
の
手
習

い
を
続
け
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
中
原
　
忠
行

　

　

⌒高
松
市
）

昭
和
五
四
年
に
退
職
、　
一
昨
年
九
月

に
七
〇

歳
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
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退
職
後
は
香
川
県
防
災

エ
ン
ジ

ニ
ヤ
リ
ン
グ

で
七
年
余
り
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
が
、
何
か

趣
味
を
持
た
ね
ば
と
始
め
た
の
が
卓
球
で
し
た
。

今
、
私
は
五

つ

（妻
は
三

つ
）
の
ク
ラ
ブ
に
所

属
し
、
毎
週
五
日
、　
一
日
二
時
間
の
練
習
に
精

を
出
し
て
い
ま
す
。
卓
球
を
選
ん
だ
き

っ
か
け

は
、
妻

の
交
通
事
故
に
よ
る
腸
の
後
遺
症
を
考

え
、
医
師
の
勧
め
も
あ

っ
て
運
動
に
よ
り
腸
の

働
き
を
よ
く
す
る
こ
と
を
考
え
た
か
ら
で
す
。

勝
ち
目
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
社
会
人
卓
球
リ

ー
グ
戦
な
ど
に
出
場
。
人
生
八
〇
年
時
代
の
残

り
の

一
〇
年
、
い
や
も

っ
と
長
生
き
出
来
れ
ば

と
、
妻
と
共

に
楽
し
ん
で
い
る
こ
の
頃
で
す
。

◇
　
野
中

　

一
夫

　

　

（松
山
市
）

退
職
を
期
に
水
利
組
合
、
公
民
館
、
宮
総
代

等
、
地
元
の
お
世
話
を
致
し
ま
し
た
。
現
在
は

水
稲
、
野
菜
を
少
し
栽
培
し
て
お
り
ま
す
が
、

施
肥
、
病
害
虫

の
防
除
等
に
配
意
し
な
が
ら
、

収
穫
を
楽
し
み
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

一
方
、
公
民
館
活
動
の

一
環
と
し
て
、
週

一

回
は
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
み
、
老
化
防
止

に
努
め

な
が
ら
、
地
域

の
人
達
と
の
交
流
を
深
め
て
お

り
ま
す
。
ま
た
ヽ
健
康
維
持
を
兼
ね
て
、
朝
夕

は
愛
犬

（ゴ
ー
ル
デ
ン
リ
ト
リ
バ
）
を
散
歩
さ

せ
て
お
り
ま
す
。

皆
様

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
ま
す
。

◇
　
濱

口
　
貞
雄

　

　

（阿
南
市
）

退
職
し
て
か
ら
早
六
年
。
思
い
起

こ
せ
ば
、

退
職
記
念
に
と
妻
と
息
子
夫
婦
四
人
で
、
生
ま

れ
て
初
め
て
の
海
外
旅
行
に
、
ア
メ
リ
カ
西
海

岸

へ
行

っ
た
の
も
夢

の
様
な
思

い
出
と
な

っ
て

）

し
ま
い
ま
し
た
。

現
在
は
テ
ル
ウ

ェ
ル
で
お
世
話
に
な
り
三
年
、

夜
勤
を
体
験
し
、
何
と
か
慣
れ
て
頑
張

っ
て
お

り
ま
す
。

休
日
は
競
輪
と
競
艇
で
頭
と
金
を
遣

い
、
自

分
な
り
に
満
足
の
い
く
生
活
を
送

っ
て
い
ま
す

が
、

「
死
ぬ
の
を
待

っ
て
い
る
だ
け
」
と
口
癖

の
様
に
な
り

つ
つ
あ
る
妻
に
も
、
何
か
共

に
楽

し
め
る
も
の
を
と
考
え
て
い
る
こ
の
頃
で
す
。

◇
　
檜
垣
　
泰
生

　

　

（松
山
市
）

第
二
の
職
場
を
退
職
し
て
か
ら
五
年
経
ち
ま

し
た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
健
康
維
持
と
ば
け
防

止

に
な
れ
ば
と
思

い
、

「
ゴ

ル
フ
」

一
筋
、
こ

れ
を
生
き
甲
斐
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
日
頃
は
我
が
家

の
屋
根
瓦
や
家
屋

の
塗
装
か
ら
、
諸
所
の
日
曜
大
工
等
で
暇
を

つ

ぶ
し
て
い
ま
す
。

先
日
、
こ
の
年
に
な

っ
て
か
ら
仲
人
を
頼
ま

れ
、
少
し
で
も
人
様

の
お
役
に
立

つ
事
な
ら
と

引
受
け
ま
し
た
が
、
何
と
か
無
事
に
済
み
ほ

っ

と
し
た
と
こ
ろ
てヽ
す
。

◇
　
古
川
キ

ョ
コ
　

　

（宇
多
津
町
）

退
職
し
て
八
年
。
私
に
と

っ
て
は
変
動

の
年

月
で
し
た
。
退
職
し
て
直
ぐ
義
母
が
足
を
折
り

入
院
。
十
分
な
介
護
が
出
来
ま
し
た
。
別
居
し

て
い
た
息
子
が
同
居
を
希
望
し
た
の
で
、
運
良

く
元
家
の
近
く
に
二
百
坪
の
土
地
を
手
に
入
れ
、

二
世
帯
住
宅
が
実
現
。
四
世
代
同
居
と
理
想
的

な
生
活
で
し
た
が
、
そ
れ
も
二
年
で
義
母
が
他

界
し
ま
し
た
。

現
在
、
家
孫

（男
、
女
、
男
）
に
囲
ま
れ
幸

せ
な
生
活
を
営
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
も
主
人
が

元
国
鉄
と
、
二
人
が
共

に
年
金
に
恵
ま
れ
た
お

陰
。
年
に
二
回
位
は
旅
行
に
も
行
け
、
感
謝
し

な
が
ら
の
毎
日
で
す
。

◇
　
藤
田
　
信
夫

　

　

（高
松
市
）

「
ラ
ン
」
と
言
え
ば
、
あ
の
艶
や
か
な
洋

ラ

ン
を
思

い
浮
か
べ
ま
す
が
、
私
は
、
日
本
の
小

形
野
性

ラ
ン
で
、
清
楚
な
ウ
チ

ョ
ウ
ラ
ン
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。

花
の
咲
く
五
月
か
ら
七
月
ま
で
、
花
台

の
前

か
ら
去
り
が
た
く
て
、
写
真
に
撮

っ
て
い
ま
す
。

最
初
は
失
敗
ば
か
り
で
し
た
が
、
栽
培
歴

一
五

年
に
し
て
、
大
分
自
信
が

つ
い
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
と
、
晴
耕
雨
読
と
ま
で
は
行
き
ま
せ
ん

が
、
ボ
ケ
防
止
に
な
ろ
う
か
と
、
某
全
国
紙
に

せ

っ
せ
と
投
書
を
し
て
い
ま
す
。
今

の
と

こ
ろ

四
割
弱
ぐ
ら
い
の
打
率
で
す
。

◇
　
堀
　
　
公
子

　

　

（大
川
町
）

春
浅
し
何
か
い
い
こ
と
あ
り
そ
う
な

夫
の
退
職
を
期

に
、
三
六
年
勤
め
た
思
い
出

多
き
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
。
早
三
年
が
過
ぎ
、
ま
さ

に
光
陰
矢

の
如
し
を
肌
で

感
ず
る
次
第
で
す
。

在
職
中
、
退
職
し
た
ら
あ
れ
も

こ
れ
も
と
色

々
考
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
専
業
主
婦
も
結
構

忙
し
く
、
趣
味
の
琴
や
俳
画
も

一
向
に
上
達
し

ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
生
活
の
中

に
何
か
い
い
こ
と
あ
り

そ
う
と
小
さ
な
幸
せ
を
見

つ
け
て
、
小
春
日
の

様
な
思

い
に
浸

っ
て
い
ま
す
。

老
い
ら
く
と
言
う
字
親
し
む
小
春
日
を

）
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テ
ル
ウ

ェ
ル
愛
松
園
入
所
記

上
田
　
　
日舛

（松
山
市
）

シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ

「
テ
ル
ウ

ェ
ル
愛
松
園
」

オ
ー
プ

ン
記
念

の
余
技
作
品
展
を
鑑
賞
に
行

っ

た
と
き
、
施
設
長
か
ら
体
験
入
所
の
こ
と
を
聞

い
た
。
何
で
も
興
味
を
持

つ
独
居
の
私
、
三
食

付
と
い
う
の
で
、
友
人
の
Ｔ
氏
と

一
緒

に

一
泊

二
日
で
体
験
さ
せ
て
も
ら

っ
た
。

一
階
で
受
付
が
終
わ
る
と
、
生
活
相
談
員
に

連
れ
ら
れ
て
二
階
の
ス
タ

ッ
フ
ル
ー
ム
ヘ
、
看

護
婦
さ
ん
に
よ
る
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受

け
て
か
ら
居
室

へ
案
内
さ
れ
た
。

部
屋
に
は
電
動
式
の
ベ
ッ
ド
が
二
つ
あ

っ
て
、

高
さ
が
上
下
に
自
由
に
調
整
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
の
で
、
上
半
身
が
起

こ
せ
る
よ
う
に

セ
ッ
ト
す
る
。
ま
た
、
立
派
な
床
頭
台
と
身
の

回
り
の
品
を
収
納
す
る
木
製
の

ロ
ッ
カ
ー
や
テ

レ
ビ
も
完
備
し
て
い
た
。
私
は
、
あ

っ
ち
こ
っ

ち
で
入
院
生
活
を
し
た
が
、
こ
ん
な
立
派
な
居

室
は
初
め
て
で
あ
る
。

看
護
婦
さ
ん
の
案
内
で
、
綺
麗
な
食
堂
、　
一

般
浴
室
、
特
浴
室
、
リ

ハ
ビ
リ
室
、
デ
ィ

。
ケ
ア

室

（和
室
）
な
ど
を
見
学
す
る
。

ピ
ン
ピ
ン
し
て
い
る
身
故
、
何
も
し
て
も
ら

う
こ
と
も
な
く
、
昼
食
に
な
る
。
お
膳

に
は
鶴

亀
の
絵
入
り
の
箸
袋
に
入

っ
た
、
祝

い
箸
が
付

い
て
い
た
。
入
所
歓
迎
の
心
遣

い
で
あ
ろ
う
。

午
後
四
時

に
入
浴
。
湯
加
減
は
、
少
し
ぬ
る

め
と
い
う
と
こ
ろ
、
こ
れ
く
ら
い
が
健
康
に
い

い
の
だ
ろ
う
。

愛松園の居室

夕
食
後
は
、
食
堂

に
あ
る
大
型
の
カ
ラ
オ
ケ

セ

ッ
ト
で
楽
し
む
。
気
分
転
換

に
は
も

っ
て
こ

い
て
あ
る
。

消
灯
は
九
時
。
ベ
ッ
ト
に
入

っ
て
か
ら

「
設

備
は
い
い
し
、
介
護
担
当
の
方
々
は
親
切
で
優

し
い
し
、
食
事
は
適
量
で
味
も
良

い
し
、

こ
れ

な
ら
家
族
も
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る
だ
ろ
う
」

だ
が
、

「
自
分
が
寝
た
き
り
に
な

っ
て
、
こ
こ

へ
入

っ
た
ら
ど
ん
な
だ
ろ
う
か
」
な
ど
と
考
え

て
い
た
ら
寝

つ
か
れ
ず
、
持
参

の
安
定
剤
の

お
世
話
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
枕
が
変
わ

っ
た

せ
い
だ
と
思
う
が
…
…
…
、
い
い
体
験
を
さ
せ

て
も
ら

っ
た
と
感
謝
し
て
い
る
。

し
か
し
、
寝
た
き
り
等

に
は
な
ら
な
い
よ
う

に

（な

っ
て
も
安
心
だ
が
）
、
健
康
に
は
十
分

注
意
し
よ
う
と
思

い
な
が
ら
無
事
に
退
所
。

愛
松
園
の
皆
さ
ん
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

高
知
県
電
電
退
職
者

の
会
囲
碁
ク
ラ
ブ

窪
田
　
剛
介

（高
知
市
）

当
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
六
三
年

一
〇
月
の
発
足

で
、
結
成
後
、
満
五
年
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
す
。

し
た
が

っ
て
歴
史
も
浅
く
、
会
員
数

（
二
〇

名
）
も
多

い
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
中
身

の
濃

い
さ
に
お
い
て
は
、
他

の
サ
ー
グ
ル
に
勝
る
と

も
劣
ら
な
い
と
、
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
会
員
諸
氏
が
、
日
頃
磨
い
た
腕
を
競

う
例
会
も
二
五
回
を
数
え
ま
し
た
。
豪
華
な
賞

品

（？
）
を
め
ぐ

っ
て
の
熱
戦
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
恒
例
に
な
っ
て
い
る
懇
親
会
の
盛
り
上

が
り
よ
う
は
、
大
変
な
も
の
で
す
。

対局風景
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当
日
の
熱
戦
を
振
り
返

っ
て
、
人
７
度
は
呑
戦

が
始
ま
り
、
誠
に
楽
し
く
、
今
や
例
会

に
欠
か

せ
ぬ
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

と

こ
ろ
で
、
昨
年

一
〇
月
に
、
会
長

（近
沢

美
義
）
の
発
案
に
よ
り
、
テ
ル
ウ

ェ
ル
の
協
力

を
得
て
、
ク
ラ
ブ
創
立
五
周
年
記
念

の
四
県
囲

碁
サ
ー
ク
ル
対
抗
戦
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
、
有
意
義
な

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

今
後
も

一
〇
周
年
、
二
〇
周
年
を
目
指
し
て
、

お
互
い
に
健
康
に
留
意
し
て
頑
張
ろ
う
と
、
み

ん
な
で
誓

い
合

っ
た
も
の
で
す
。

当
ク
ラ
ブ
の
中
身
の
濃

い
さ
の
根
拠
と
し
て
、

毎
例
会

の
出
席
率
が
八
〇
％
を
超
え
て
い
る
こ

と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
少
し
例
会

の
回
数

（現

在
年
五
日
程
度
）
を
増
や
し
て
欲
し
い
と
い
う

会
員
の
要
望
に
、
ど
う
応
え
る
か
悩
ん
で
い
ま

す
。
予
算
の
関
係
な
ど
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、

更

に
検
討
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

最
後

に
、
古
く
か
ら
の
名
川
柳
を

一
句
。

碁
敵
は
憎
さ
も
増
し
懐
か
し
い

余
　
　
栄

（死
亡
順
）

次
の
方
々
は
生
前
の
ご
功
績
に
よ
り
、
死
亡
の

日
を
も
っ
て
叙
位
叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

故
　
竹
田
輝
豊
様
　
従
六
位
勲
五
等
瑞
宝
章

故
　
一二
好
義
士
様
　
正
七
位
勲
六
等
瑞
宝
章

故
　
長
尾
秀
政
様
　
正
七
位
勲
六
等
瑞
宝
章

故
　
林
　

水ヽ
夫
様
　
正
七
位
勲
五
等
瑞
宝
章

故
　
宇
野
利
勝
様
　
従
五
位
勲
五
等
瑞
宝
章

故
　
島
田
太
郎
様
　
正
七
位
勲
五
等
瑞
宝
章

故
　
堀
内
善

一
様
　
従
六
位
勲
五
等
旭
日
章

が
　
う
　
り

岡
田
　
悔

■

（松
山
市

）

田
舎

の
義
父
は
に
が
う
り
が
好
物
だ

っ
た
。

お
宮
の
裏

の
小
さ
な
畑
に
、
毎
年
植
え
ら
れ
、

よ
く
油
で

い
た
め
て
味
付
け
し
た
も
の
を
食

べ

ら
れ
て
い
た
。
い
ま
思
え
ば
、
結
構
あ
の
苦
味

が
酒
の
肴

に
合

っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

そ
う
言
え
ば
、
大
洲
市

の
冨
士
山
の
麓

に
如

法
寺
と
い
う
禅
寺
が
あ
り
、
会
社

の
幹
部
研
修

会

に
使
用
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
た
時
期
が
あ

っ

た
。
そ
の
頃
、
訓
練
担
当
課
長
さ
ん
に
同
行
し

て
伺

っ
た
際
、
般
若
湯

（酒
）
の
肴

に
、
に
か

う
り
の
佃
煮
風
の
も

の
が
出
さ
れ
、
こ
ん
な
食

べ
方
が
あ
る
の
だ
な
―
と
ひ
ど
く
感
心
し
、
ま

た
懐
か
し
い
気
持
ち
が
し
て
食

べ
た
こ
と
が
あ

っ
た
。

娘
夫
婦
達
は
沖
縄
国
体

の
前
、
道
路
建
設
の

た
め
、
二
年
間
ほ
ど
同
地

へ
転
勤
し
て
い
た
が
、

そ
の
頃
の
話
と
し
て
、
沖
縄
の
人
々
は
に
が
う

り
を
豚
肉
で
い
た
め
た
料
理
を
常
食
と
し
て
い

た
と
聞
い
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
そ
う
言
え
ば
、

に
か
う
り
は
油
い
た
め
が
よ
く
な
じ
む
素
材
の

よヽ
つヽ
に́
ｃ

こ
の
に
が
う
り
は
、
学
名
で
は

「
れ
い
し
」

ま
た
は

「
つ
る
れ
い
し
」
と
呼
ば
れ
、
ウ
リ
科

の

一
年
草
で
あ
る
。
熱
帯

ア
ジ

ア
の
原
産
と
い

わ
れ
る
栽
培
植
物
で
、
茎
は
細
長
く
伸
び
、
巻

き
ひ
げ
で
他
の
も
の
に
巻
き

つ
く
習
性
が
あ
る
（

葉
は

一
見
、
菊

の
葉

に
似
て
い
る
。
夏
か
ら
秋

に
か
け
て
、
黄
色

い
小
さ
な
花
を

つ
け
、
実
は

細
長
い
柄
で
垂
れ
、
長
楕
円
形
で
両
端
が
と
が

り
、
表
面
に
は
こ
ぶ
状

の
ぶ

つ
ぶ

つ
が
多
い
。

通
常
、
果
皮
が
苦
い
の
で
、
に
が
う
り
と
呼
ば

れ
て
い
る
。

わ
が
家
で
は
、
い
つ
頃
か
ら
か
に
が
う
り
の

季
節
に
な
る
と
、
よ
く
店
頭
で
買

っ
て
、
茄
子

と

一
緒

に
油
で
い
た
め
て
煮
物

に
し
て
食

べ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
度
々
田
舎
か
ら
種
子
を
も
ら

っ
て
き
た
が
、

つ
い
忘
れ
た
り
し
て
収
穫
す
る

ま
ぃて
に
は
至
ら
な
か

っ
た
。

今
年
は
遅
ま
き
な
が
ら
播
種
し
て
、
手
入
れ

を
し
て
育

て
た
甲
斐
が
あ

っ
て
、
随
分
と
大
き

く
成
長
し
、
果
て
は
支
柱
か
ら
側
の
柿

の
木
に

は
い
登
り
、
見
る
見
る
う
ち
に
、
て

っ
ぺ
ん
ま

で
伸
び
、
柿

の
木
を
履
い
つ
く
す
よ
う
に
な
り
、

柿
の
実

の
色
づ
き
に
影
響
を
及
ぼ
す
ほ
ど
に
な

っ
た
。
に
が
う
り
は
そ
ん
な
こ
と
に
は
無
頓
着

で
、
多
く
の
責
色
い
花
を

つ
け
、
小
さ
な
果
実

と
な
り
、
や
が
て
成
長
し
、
大
変
多
く
の
収
穫

を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
。

来
年
用
の
種
子
を
と
り
、
残
り
を
食
用
に
し

た
が
、
な
お
そ
の
量
が
多

い
た
め
、
妻
が
開
い

て
い
る
教
室

の
生
徒
さ
ん
に
、
お
裾
分
け
に
と

希
望
者
を
募

っ
た
が
、
意
に
反
し
て
皆
無
で
、

や
む
な
く
、
当
分
は
、
わ
が
家

の
冷
蔵
庫
に
保

管
す
る
こ
と
に
し
た
。

一
０
月
の
声
を
聞
く
と
、
さ
す
が
に
夏
も
終

“
り
を
告
げ
、
朝
夕
涼
し
く
な

っ
た
の
で
、
柿

の
本
に
網
を
か
ぶ
せ
た
よ
う

に
な

っ
て
い
る
に

■
ニ
ッ
リ
の
ツ
ル
を
取
り
除
く
と
、
心
な
し
か
柿

ι
不
が
生
き
返

っ
た
よ
う
に
見
え
た
。
こ
れ
で
、

市
の
実
も
秋
の
陽
光
を

一
杯
に
受
け
、
美
し
い

色

へ
変
身
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

）

に [[]
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｝

こ
れ
か
ら
、
稲
の
収
穫
も
終
わ
り
、
秋
祭
り
、

山
々
の
紅
葉
と

ア
ウ
ト
ド
ア
は
急
速
に
装

い
を

変
え
、
冬

へ
近
づ
く
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
そ

ろ
そ
ろ
風
邪
の
季
節
と
も
な
る
。
体

に
気
を

つ

け
よ
う
。
　

　

　

　

　

（
五

。
一
〇

。
一
記
）

一
お
知
ら
せ

一

各

県
支
部

の
総
会
開
催

日
等

次
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
前
も

（́
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
愛
媛
県
支
部
　
五
月

一
八
日

（水
）

愛
媛
県
県
民
文
化
会
館
　
午
前

一
０
時
か
ら

・
呑
川
県
支
部
　
五
月
二
四
日

（火
）

玉
藻
公
園
内
　
披
雲
閣
　
午
前

一
〇
時
か
ら

・
徳
島
県
支
部
　
五
月
二
〇
目

⌒金
）

徳
島
厚
生
年
金
会
館
　
午
後

二
時
か
ら

。
高
知
県
支
部
　
五
月

一
四
日

（土
）

高
知
商
工
福
社
会
館
　
午
後
二
時
三
０
分
か
ら

一
俳
　
句

一

ｒ
　

，
―
―
‐
‐
‐
‐
”

眉
秋
俳
句
会

（徳
島

）

河
岸
ひ
た
す
水
に
影
お
く
猫
柳三円

　
山
　
清
　
澄

臓
梅
の
香
に
透
明
の
刻
な
が
れ岡

　
　
　
ま
り
子

臓
梅
に
風
と
光

の
今
朝
の
庭

大
　
溝
　
や
す
子

寒
鳩
追
え
ば
群
ご
と
移
り
ゆ
く角

‘
野
　
清
　
剛

雪
み
ぞ
れ
街
公
園
に
鳩
二
羽

一千
　
田

近
う
来

て
ま
だ
調
わ
ぬ
初
音
か
な

菫
咀
　
崎

落
葉
焚
く
に
お
い
に
集
う
子
供
た
ち

中
　
島

た
だ

一
つ
排
木
瓜
あ
か
り
の
庭
昏
る
る

水ヽ
　
岡

下
萌
を
足
裏

に
覚
え
バ
ス
を
待

つ

原

猫
柳
探
す
記
憶
の
町
は
ず
れ

日
　
開

釣
人
の
居
ず
釣
筏
冬
ざ
れ
て

森
　
田

闘
病
の
春
待

つ
試
歩
を
重
ね

つ
つ

森

う
ぐ
い
す
の
ま
だ
来
ぬ
庭
を
人
覗
く

安
　
渕

真
青
な
る
海
よ
り
あ
げ
し
若
布
か
な

山
　
田

茫
と
し
て
遠
き
思

い
や
草
萌
ゆ
る

山
　
田

入
港

の
船
と
ま
ど
わ
ず
雪
し
ぐ
れ

湯
　
村

過
ぎ
て
よ
り
臓
梅
の
呑
に
包
ま
れ
る

和
　
田

思
い
ぐ
せ
身
よ
り
離
れ
ず
寒

の
内

長
　
島

旅

・荘
野
　
丹
秀

（内
海
町
）

退
職
す
れ
ば
ゆ

っ
く
り
と
旅

に
出
て
、
夫
婦

で
露
天
風
呂
に
で
も
入

っ
て
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

私
は
病
院
生
活
の
中
で
、
健
康
で
あ
る
こ
と

の
幸
せ
を
し
み
じ
み
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「縦
瓢
郷
誤
‐一

「
健
康
の
ペ
ー
ジ
」
は
石
戸
谷
先
生
の
ご
協
力

を
得
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
松
山
病
院
の
先
生
方

に
原
稿

が
お
願

い
出
来
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
期

待
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
今
回
か
ら
身
近
な
会
社

を
ご
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

（愛
原
）

一
原
稿
募
集

一

一
　

近
況
短
信

（
二
百
字
程
度
）

一
一　
短
歌
、
俳
句
、
川
柳

〓
一　
サ
ー
ク
ル
の
活
動
状
況
等

（写
真
可
）

四
　
随
想
等

（八
百
字
程
度
）

／
切
は
二
月
末
日
で
す
。
会
員
多
数
か
ら
の

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

四
国
電
友
会
会
報
　
第
八
六
号

平
成
六
年
四
月

一
日

編
集
発
行
　
に
鹸
絵
型翻
嘲
嚇
林
郵

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
支
社
内

電
話
３
発
む
兵
―
二

〓

印
　
　
刷

　

四
国
電
話
印
刷
株
式
会
社

蝸
　
牛

壼
＾
　
庭

か
ず
子

つ
た
え

雅
　
峰

桃
　
花

南
　
斗

光
　
葉

句
　
青

五
口
　
平

ま
さ
よ

二
条
子

と
も
子

工
　
雅

1表 |

1紙 |

の
|

輌 ヽ

葉 |
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とってもおトクなテレワイズとは、
Nrr9(N丁 下の通話料金害」引サービス)

・ケース]市外通話のご利用が8,000円のお客さま(テ レワイズ 10の場合)

テレワイズをこ利用にならない場合 (通 常の市外通話料金 )

8000円

10%OFF―

1鼎
「テレワイズ10Jをご利用の場合

7200円

実際にお支払いいただく市外通話料金=7.750円

・ケース○市外通話のご利用が12,日00円のお客さま(テ レワイズ10の場合)

テレワイズをご利用にならない場合 (通 常の市外通話料金 )

12000円

旧】
２５
お

1珊
「テレワイズ10Jをこ利用の場合

10800円
650Fq
お卜″

実際にお支払いいただく市外通話料金=11,350円

・ケース③市外通話のご禾J用が25,000円のお客さま(テ レワイズ15の場合)

テレワイズをこ利用にならない場合 (通 常の市外通話料金 )

25000円

15%OFF

制酬
「テレワイズ 15」 をご利用の場合

21250円

実際にお支払いいただく市外通話料金=22,800円

2,200Fq
おツ

―――ワンポイントアドバイス
ー

0複数の回線をこ利用のお客さまで、「テレワイズ」をこ契約の場合、こ契約いただいた電話番号から

市外通話を集中的にこ利用されますと、害」引の効果はいっそう高まりま魂

とってもおトクなテレジョーズとは、

●割引対象時間帯は

●割引対象通話は

● サービス内容は

言鏃 髪裁判丁
ついても割引となります。

平日は夜10時～翌朝8時、土曜0日曜0祝日は一日中。

一般ダイヤル通話等のうち割引対象時間帯の通話。
(市内通話等を含む)

●どちらがおトクになるか、お問い合わせは下記ヘ

よ <み て お ト ク

専用フリーダイヤル面函0120-493019(9:00～ 20:00・ 毎日)

116番 (9:00～ 17:00・ 月曜～金曜)営業窓口(9:00～ 16:00・ 月曜～金曜 )

構
智

お得額

650円


	IMG_20210531_0001
	IMG_20210531_0002
	IMG_20210531_0003
	IMG_20210531_0004
	IMG_20210531_0005
	IMG_20210531_0006
	IMG_20210531_0007
	IMG_20210531_0008
	IMG_20210531_0009
	IMG_20210531_0010
	IMG_20210531_0011
	IMG_20210531_0012
	IMG_20210531_0013
	IMG_20210531_0014
	IMG_20210531_0015
	IMG_20210531_0016

